
平成１９年４月２７日 

消 防 庁

再生資源燃料等の安全の確保に係る調査検討報告書の公表 

 平成１５年に三重県で発生したＲＤＦ（ごみ固形燃料）爆発事故を踏まえ、政令の改正に

より平成１６年７月に消防法の指定可燃物に「再生資源燃料」が新たに指定され、安全対策

等は、市町村条例で定めることとなりました。しかし、再生資源燃料のうち、ＲＤＦ（Refuse 

Derived Fuel： 生ゴミやプラスチックゴミなどの廃棄物から作られる固形燃料）やＲＰＦ

(Refuse Paper & Plastic Fuel：古紙と廃プラスチックから作られる固形燃料)の一部以外

の再生資源燃料や再生資源燃料に類似する物品については、詳細な物性が明らかになってい

ませんでした。 

このため、消防庁では、昨年６月より、「再生資源燃料等の安全の確保に係る調査検討会」

を開催し、現有する再生資源燃料等の実態把握や必要な安全対策について調査検討を進めて

まいりました。

この度、調査検討結果報告書に取りまとめられましたので、公表します。 

＜別添資料＞ 

１．再生資源燃料等の安全の確保に係る調査検討報告書概要(別添１) 

２．再生資源燃料等の安全の確保に係る調査検討報告書(別添２)

３．指定可燃物について(別添３) 

４．三重ごみ固形燃料発電所爆発事故概要(別添４)

連絡先 

危険物保安室 白石補佐 

佐藤係長 

TEL  03-5253-5111(代表)

 内線 7702・7715

TEL  03-5253-7524(直通)

FAX  03-5253-7534



別添１ 

＜ポイント＞ 

・ 様々な再生資源燃料等について、熱的危険性や水素発生の危険性について確

認を行った。

・ 危険性状に応じた安全対策を講じる必要があることを明らかにした。

・ 今後の課題として、次の点について検討が必要であることが確認された。

①将来新たに出現する再生資源燃料等の危険性を簡便に評価する手法の検

討②微少な発酵熱・反応熱から火災に至るメカニズムの解明について、今後

の検討が必要であること。

１ 経過 

平成１５年に三重県で発生したＲＤＦタンク貯槽爆発を踏まえ、平成１６

年度に消防法の指定可燃物として「再生資源燃料」が新たに指定され、安全

対策等は、市町村条例で定めることとなりました。 

ＲＤＦ及びＲＰＦの以外の再生資源燃料については、詳細な物性が明らか

になっていないため、これを把握し具体的な安全対策を策定するものである。 

２ 検討体制 

各分野の専門家１０名で構成する「再生資源燃料等の安全の確保に係る調

査検討会」（委員長 久保内昌敏 東京工業大学助教授）を消防庁で開催し、

調査検討を実施した。 

３ 調査検討の内容 

(1) 再生資源燃料等の把握

再生資源燃料及びこれに類するもの(以下「再生資源燃料等」という。)

について、文献、ＷＥＢ及び検討会に参画している委員を通じて実態把握

を行った。 

(2) 取扱い実態の把握

研究や実用化されている再生資源燃料等について、製造から消費段階ま

で、現時点での取扱方法や保管方法について実態の把握を行うため現地調

査を行った。また、当該調査の補足のため、アンケート調査を実施した。 

(3) 性状の把握

再生資源燃料等のサンプルの提供を受け、試験を実施して、物理的・

化学的性状、火災危険性の把握を行った。（水素濃度は、ガス検知管を使

用し簡易的に測定） 

４ 調査検討の結果 

(1) 再生資源燃料等の把握

木質ペレット、下水汚泥燃料、鶏糞燃料及びその他の燃料の存在を確認

した。 

(2) 性状試験結果

試験結果を「熱的危険性」及び「水素発生の危険性」ごとに４段階に分

類、グラフにプロットし、既に知見のあるＲＤＦやＲＰＦの危険性と比

較を行い、各再生資源燃料等の危険性の把握を行った。(別図のとおり)  

試験を行った再生資源燃料等は、ＲＰＦより危険性が高いとともに、

再生資源燃料等の安全の確保に係る調査検討報告書概要 



大部分の再生資源燃料等については、水を添加することにより水素濃度

及び熱的危険性のレベルとも上位(危険側)のレベルに移ることが確認で

きた。 

また、今回把握した物質以外の新たな再生資源燃料等が将来出現した場

合は、今回と同様の試験を実施し、その性状を確認し、必要な安全対策

が把握できるよう整理を行った。 

５ 必要となる安全対策 

各再生資源燃料等そのものの危険性レベルを把握、整理し、実態調査から得

られた製造時、貯蔵等の工程ごとの危険要因から、危険性に応じた安全対策を

とりまとめた。安全対策の一部は次のとおりである。 

     ＜共通＞：再生資源燃料等は、酸化や微生物発酵等により、発熱や可燃性ガス

を発生する危険性があることから、水分量管理や形状管理が必要である。 

  ＜製造時＞：原材料の長期間保存や金属等異物除去、乾燥・炭化工程時等の温

度管理が必要である。 

  ＜貯蔵時＞：貯蔵時に発熱や可燃性ガスの発生を防止するため、製造後の高温

状態での貯蔵や集積量の制限、長期貯蔵や雨水等水分の侵入防止が必要で

ある。 

  ＜その他＞：異常が直ちに感知できるよう温度測定装置や可燃性ガス測定装置

を設置することや事故発生時に迅速な初期消火等が行えるよう消火設備

を設置する必要がある。 

６ 今後の調査検討課題 

(1) 危険性評価手法について

将来新たに出現する再生資源燃料等について、今回の試験により性状を

把握できるとしたが、今後、今回の試験よりも簡単な方法による精度の高

い「危険性評価手法」について、更に検討する必要がある。 

(2) 火災メカニズムの解明について

微小火源から発酵熱・反応熱の蓄熱等により、大きな火災に至るような

メカニズムの解明も必要である。

(別図) 
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 熱的危険性レベル  → 

○数字は再生資源燃料等の種類。

①木質ペレット（ホワイト）②木質ペレット（バ

ーク）③油温減圧乾燥汚泥④高温炭化汚

泥⑤低温炭化汚泥⑥造粒乾燥汚泥⑦Ｃ－

ＲＰＦ⑧鶏糞⑨石炭⑩ＲＰＦ⑪ＲＤＦ 

○：水添加無し

□：水添加有り
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別添３

指定可燃物について

１ 指定可燃物

「指定可燃物」とは、危険性の程度は一般的には危険物より低いものであ

るが、万一火災が発生した場合にはその拡大が速やかであるか、又は消火活

動が著しく困難になるものであり、危険物の規制に関する政令別表第四に掲

げる物品で、同表の数量欄に定める数量以上のもののみが該当する。

２ 指定可燃物の種類

指定可燃物の品名としては、「綿花類」、「木毛及びかんなくず」、「ぼろ及び

紙くず」、「糸類」、「わら類」、「再生資源燃料」、「可燃性固体類」、「石炭・木

炭類」、「可燃性液体類」、「木材加工品及びくず」、「合成樹脂類」がある。

３ 指定可燃物の安全対策

 火災予防条例で、指定可燃物の貯蔵及び取扱い並びに位置、構造及び設備

の技術上の基準が定められている。



別添４ 

三重ごみ固形燃料発電所爆発事故概要 

 

１ 発生日時 

(1) 平成１５年８月１４日 3時10分ごろ 

熱風により作業員４名が負傷（中等症：１名、軽症：３名） 

(2)平成１５年８月１９日14時18分ごろ 

爆発により消防職員２名死亡、作業員１名が負傷（軽症） 

 

２ 事故概要 

ごみ固形化燃料（ＲＤＦ）を約６００トン貯蔵する貯蔵槽(サイロ)で、異常発熱及び爆発

があり消火作業中の消防職員等が死傷した。 

 

３ ごみ固形燃料発電所概要 

(1) 施設名称等：三重ごみ固形燃料発電所 

(2) 所 在：三重県桑名郡多度町大字力尾字沢地９番3 

(3) 設 置 年：平成１４年１２月１日（試験運転中） 

(4) 発電性能等 

処理方式 焼却処理（循環流動層ボイラ）方式 

発電量   12,050ｋＷ／日 

売電電力量  約7,000万kwh／年 

ＲＤＦ処理量 240ｔ／日（平均処理量200t/日） 

ＲＤＦ貯蔵槽 円筒タンク式、有効容量：4,000m3 （内径15m×高さ25m） 

(5) 処理方法 

三重県内２６市町村から排出されたごみを７施設でＲＤＦ化し、本施設で発電用燃料と

して利用している。 
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